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分類 一般名 先発品名 投与禁忌









































































































ブロモクリプチン ↓ a a b ▲ ↑ ↑ ↑ ↑
ペルゴリド c ↓ ↑
カベルゴリン c ↓ ↑
プラミペキソール ↓ ↑ ↑ ↑
タリペキソール c ↓ ↑ ↑
















Ｌ-ドーパ＋カルビドパ 禁忌 ↓ a ↓ b ↓ ↓ ↓





























































































トリヘキシフェニジル ↑ ↑ a
ビペリデン ↑ b a
メチキセン ↑ b a
プロフェナミン b a




































































































































































３) I s a c s o n O , B j o r k l u n d LM , 
Schumacher JM：Toward fu l l 
restoration of synaptic and terminal 
function of the dopaminergic system 
in Parkinson’s disease by stem cells. 














エンタカポン ▼ ▲ c ▲
ゾニサミド ↓ ↓ a ▲ b
アマンタジン ↑ ↑ ↑ ↑ ↑
↑：エンタカポン，ゾニサミド，アマンタジンの作用を増強する
↓：エンタカポン，ゾニサミド，アマンタジンの作用を減弱する
▲：併用薬の血中濃度が上昇する
ａ：併用後，抗てんかん薬を中止した際に本剤の血中濃度が上昇する
ｂ：セレギリンにおいて，高血圧，失神，不全収縮，発汗，てんかん，動作・精神障害の変化及び
筋強剛といった副作用が発現する
ｃ：血圧上昇などを起こすおそれがある
